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15. メコンデルタの水稲潤土直播栽培における収量性からみた最

適播種量

〔要約〕メコンデルタの水稲潤土直播栽培において、 慣行播種量 (200 ~ 250kg/ha)より少ない播種
量(50 ~ 1 OOkg/ha) で最高収景が得られる。 必要な苗立数確保と手播ムラを小さくするためには、 播
種量(80 ~ lOOkg/ha)が奨励される。 本播種量は慣行播種量の1/2 ~ 1/3に節減されるため新品種の普
及および種子の更新が促進されると共に種子黄用も節減できる利点がある。
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〔背景・ねらい〕

メコンデルタ水稲2·3期作地帯においては、 極早生（約90日）および早生(95-105日）の穂数型品種

を用いて、 移植作業の省力化、 良好な苗立ちおよび雑草防除を兼ね潤土面に催芽籾を密播(200 ~ 250kg/ 

ha)する澗土直播栽培の播種面積が250万ha以上に達している。 近年、 窒素施肥量の増加に伴い水稲の

過繁茂、 倒伏の増加、 病害虫の多発による収量の停滞および新品種の普及に際し、 多くの種子量を必要
とすることが問題となっている。 そこで収量向上と播種量の軽減を図るため適播種量を検討する。

〔成果の内容• 特徴〕

I. 潤土直播栽培水稲の而当たり穂数は、 慨行播種量(200kg/ha)より播種量が少なくなるに伴って 減
少するが、 1穂籾数および登熟歩合は播種量が減少するに伴い増加し、 1穂登熟籾数は播種最が減少
するに伴って増加する（表I, 図])。

?- 各播種量における m2 当たり登熟籾数の慣行播種量に対する比率は、播種量が200kg/haからJOOkg/ha
ヘ低下するに伴って高くなる。 播種量50 ~ I OOkg/haの値が最も高く、25kg/haでは低下する（図I)。

3. 雨期及び乾期作ともに、 収餓は播種醤50 ~ lOOkg/haで最も高く、
多い場合にも、 収量が低下する（表I, 表2)。

4. 

I. 

この播種晶より少ない場合または

高い収批を 得るために必要な苗立数と手播による苗立ちムラを少なくするための適播種祉として 80
~ IOOkg/ha播きが奨励される。本播種是は恨行播種醤の 1/2 ~ 1/3に軽減されるため新品種の普及およ

び種子の更新が促進されると共に種子費用も節減できる利点がある。

〔成果の活用面・留意点〕

本奨励播種量は灌漑排水の良い地区および高い苗立ちを得ている農家を対象とする。

2. 本奨励播種量は慣行播種量に比べて少ないため、均 ーな播種を行うためには数回に分けて播種する必
要がある。 また、 播種量80およびIOOkg/ha播きの雑草発生量は慣行播種量よりやや多くなるので、 代
かきおよび除草剤を適期処理して雑草防除を行う必要がある。

表1 潤土直播栽培の収量および収量構成要素に及ぼす播種砿の影愕
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雨期
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5.48 C 

5.69 b 
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5.09 d 

注）試供品種： IR64. 異なるアルファベット間には5%水準で有意差がみられる。
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各播種紐における穂数、1穂
及びn名当たり登熟籾数の慣
行播種批(200kg/ha)に対す
る比率(1998年雨期作）
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各播種絨における収紐の恨行播種批

年次 作期 試験区
または場所

播種紐(kg/ha)
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収紐
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注） SR: 播種批、NAM: 窒素施肥試験、SHSF: ソンハウス国営農場、TN: カント ー 省トノ県試験
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